
新型コロナウイルス感染症防止対策

志摩市新型コロナウイルス感染症対策事業第５弾（案）
「ささえあいSHIMAしょう！！」
経済対策

【新規】1.⻑沢イチゴハウス増設事業補助⾦ １，５２８万１千円

目的
伊勢農業協同組合と連携し、⽣産者が減少しているイチゴの⽣産を維持するとともに、⾞椅⼦対応のイ
チゴ狩り施設を増設することによって、障がい者の受け入れ体制の充実を図り、農業振興及び観光振興
に寄与します。同時に、障がい者等の就労が可能な施設整備を⾏うことにより、障がい者の雇⽤を創出
します。

内容
伊勢農業協同組合が、神明⻑沢地内で運営しているイチゴハウス等の育種苗施設において、障がい者の
就労に対応し、かつ⾞椅⼦でイチゴの摘み取り体験が出来る施設の増設を計画していることに伴い、ビ
ニールハウスの増設、管理棟及び製品加⼯・販売施設等の建設事業に対して予算の範囲内で補助⾦を交
付します。

【新規】２．ふるさと給⾷にかかる賄材料費の増額 １５６万１千円

目的
新型コロナウイルス感染症の影響により、消費・価格ともに低迷している志摩の食材をふるさと給食

で提供することで、消費の⼀助を担うことと、⿂⾷離れが進んでいる児童・⽣徒が、志摩の⾷材を⾷べ
る回数が増えることで、地産地消など⾷育に関する理解を深めることを⽬的としています。

内容

提供の回数は、毎⽉１回から２回程度予定しており、主な⾷材は、サバ、ヒジキ、アラメ、アオサ、
アカモク、イチゴ、志摩市産の豚肉・鶏肉などを予定しています。
また、農林⽔産省の事業である、「県産農畜産物を活⽤した学校給⾷提供事業」にも県を通じて申請

を⾏います。この事業も、全国で流通が低迷した⾷材を給⾷で活⽤する趣旨の事業ですが、三重県では
養殖の⿂介類が対象⾷材となっていることから、近隣町で養殖しているマダイを市内業者で加⼯し、給
食で焼きものや、フライで提供します。
費用につきましては、全額国費負担であることから志摩市の負担はありません。

【新規】3．地域環境整備事業 ７００万円

目的
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、地域団体、ボランティア等が環境美化活動が実施で
きなかった箇所等について、除草や伐木等を実施し、地域の環境を維持し、住み続けられるまち
づくりを目的とします。

内容
例年は、地域団体やボランティア等が環境美化活動として、市内道路等の草刈や伐⽊などを実施
しているが、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、実施できなかった箇所等があり、環境
整備事業として道路等の草刈、伐⽊などを実施し、地域の環境を維持します。

（注）議会承認前のため、当該資料に記載の事業内容、予算額は確定内容ではありません。

（９月補正）新型コロナウイルス感染症対策関連予算額

２，４２４万２千円

その他 ４0万円

概要 新型コロナウイルス感染症対策基⾦積⽴⾦
観光施設にかかる新型コロナウイルス感染症対策に係る経費


